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項目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成30年度 令和2年度 令和３年度

大部分の家具類を固定している 11.3 13.7 17.7 14.4 16 16.3

一部の家具類を固定している 31 60.3 51.1 50.8 47.9 49.7

固定してない 57.7 25.8 29.9 34.8 36.2 34



水 項目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成30年度 令和2年度 令和３年度

7日分以上 6.9 8.9 7.8 7 9.3 10.4

3～6日分 46.7 41.5 34.7 42.8 41.8 45.3

1～2分 26 17.8 24.4 49.4 48.1 43.8

その他 20.3 31.8 33.1 0.8 0.3 0.4



食料 項目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成30年度 令和2年度 令和３年度

7日分以上 8 12.8 11.6 6.4 9.9 11.8

3～6日分 40.3 40.7 30.7 48.2 50.5 50.7

1～2分 30.8 18.6 22.8 44.6 39.4 37

その他 20.9 27.9 30.5 0.8 0.1 0.4



項目 平成26年度 平成27年度 平成30年度 令和2年度 令和３年度

体験利用したことがある 18.4 12.4 19.1 20.1 21.1

体験利用したことはない 81.6 87.3 80.9 79.9 78.9





・多くのこどもやその親が関心を示してくれており、自分自身も身近なところから取り組もうという気持ちがさらに高まった。

「もしも」ではなく「イツモ」とうフレーズが腹落ちした。

・自分自身の防災に関する知識が系統立てて、整理できた。子供に対する『防災』に関する事の伝え方が理解できた。

・教材の提供を受け講座実施時の内容が充実し安定感のあるものとなった。

受講者とのコミュニケーション、意見を大切にし、共に学ぶ一体感のある講習会になっていると思う。

・防災に対しての意識が変わりました。自分が学んだことを多くの人に伝えたいと思いました。

・いいことだから、先ずは自分で行い、多くの人にお伝えしたいと思いました。



・変化は多いにあった。自信をもって取り組めたのが良かった。

・信頼性のある教材（プレゼン）を使って講義をするので自信を持って行える。

・根拠に基づいているため、自信をもって活動できるようになりました。

・防災講座実施時の説明ポイント等が確信でき、自信をもって講座を開催する事ができました。

・自己の防災知識が向上したと共に自信を持って人に防災について教えることができるようになった。

・防災意識が高まり、備蓄や減災対策などの知識を得られた。大変良かったと思います。



・教える立場になってみて、内容がより身近な取り組みなので現実感があり、受講される方々との距離感が縮まった感じがします。教えるというより、

一緒に取り組みましょうという感じです

・研修をうける前は、伝えたい事がたくさんありすぎて整理できずにいましたが、受講後は、大事なことやポイントが整理され伝えやすくなりました。

・他の人に説明をすることにより、自分自身の理解度が進むように思いました。

・食料品や紙製品等をしっかり備蓄するようになった。今年2月のトイレットペーパー不足の際も困らなかった。

・災害への備えが分かりやすく説明できるようになった。

・情報を受ける側としての見地で資料を作るようになった。

・在宅避難時における注意点を簡単にまとめられるようになった。

・わかりやすく伝える事が出来るようになったかも？スキルアップにつながった。

・以前より防災の意欲が増して「危機管理展」などを積極的に見学している。

・もともと、防災準備に対する必要性は感じていたので、その後防災士資格を取得しました。

・訓練に参加することで、他人から聞かれたとき教えられるようになった。

・世間話程度でも人に伝えられるようになった。

・予備知識が豊富になった。






























